
5.沖縄島 
10.南西諸島 

 

 

地形・地質 

沖縄島は北東一南西方向に延びる長さ 110km の細長い島で，南西諸島では最大

の面積(1200km2)をもちます。天願断層によって，北部地域と中南部地域に大きく

分けられます。北部地域は山地の陸地面積に占める割合が大きく，中南部は島尻層群

がつくる丘陵と石灰岩および砂礫層（琉球層群）が分布する台地からなります。 

 

本部半島の水文地質図 



地下水 

沖縄島における最も有力な帯水層は，石灰岩ないしは非石灰質の砂礫層からなる琉

球層群です。ついで古期の石灰岩が分布する本部半島，狭小であるが海岸沿いに発達

する沖積層，更新世の段丘堆積物などです。 

沖縄島の地層層序表 

 

出典 日本の地下水（農業用地下水研究グループ,1986）（一部加筆） 

 「日本の地下水」では全国の地下水盆の概要が紹介されています。各地下水盆の概要を 

 紹介している頁と関連する論文等を、下記の Web ページで閲覧できます。 

  https://jagh.jp/activities/groundwater_database/（日本地下水学会） 

 

https://jagh.jp/activities/groundwater_database/

